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日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
岡
山
支
部
は
、
日
本
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
が
三
年
前
に
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
連
合
学
会
と
し
て
再
出
発
し
た
の
を
機
に
、
岡
山
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
と
し
て
独
立
し
た
学
会
と
し
て
設

立
し
ま
し
た
。学
術
大
会
は
継
続
と
し
ま
し
た
の
で
二
〇

一
二
年
三
月
に
福
岡
会
長
の
元
に
第
十
九
回
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
前
会
長
福
岡
先
生
は
、
支
部
時
代
か
ら
本

学
会
の
先
導
者
と
し
て
、
ま
た
、
学
会
が
独
立
す
る
に
あ

た
り
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、
十
九
回
大
会
の
総
会
に
お
い
て
、
福
岡
先

生
の
強
い
お
薦
め
も
あ
り
私
が
会
長
と
し
て
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

基
本
的
に
は
、
今
ま
で
の
十
九
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
、

岡
山
の
特
色
と
も
い
え
る
多
職
種
連
携
の
も
と
に
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
推
進
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
岡
山
県
医
師
会
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
活
動
と

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
一
二
年
は
患
者
、
利
用
者
の
在
宅
で
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
を
め
ざ
す
こ
と
を
中
心
に
し
て
本
学
会
の
日
常
活
動

を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

◆
新
副
会
長
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
会
長 

福
嶋
啓
祐 

 

私
は
、
こ
の
度
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
の
副
会

長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
六
一
年
に
川
崎
医
科
大
学
総
合
臨
床
医
学
教
室

（
Ⅲ
）
講
師
と
な
っ
て
以
来
、
今
日
ま
で
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
平
成
四
年
に

父
の
医
業
を
継
承
し
て
か
ら
は
、
町
医
者
の
立
場
で
多
職

種
に
よ
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
を
考
え
な
が

ら
地
域
医
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
学
会
は
、
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
岡
山
支
部

と
し
て
創
立
以
来
、
岡
山
大
学
青
山
英
康
先
生
、
川
崎
医

科
大
学
平
野
寬
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
優
秀
な

諸
先
輩
の
ご
指
導
・
ご
尽
力
及
び
岡
山
県
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
・
看
護
協
会
等
々
の
ご
支
援
の
も
と
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
介
護
に
携
わ
る
様
々
な
職
種
の
人
々
が
協
力

し
て
築
き
上
げ
た
も
の
で
す
。
ま
さ
に
多
職
種
連
携
を
追

求
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

 

我
が
国
は
、今
後
一
層
少
子
高
齢
化
が
進
み
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
が
れ
ま
す
。岡
山
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
学
会
で
は
「
連
携
シ
ー
ト
む
す
び
の
和
」
を
核

と
し
て
、
多
職
種
連
携
を
進
め
、
共
に
研
鑽
し
て
地
域
住

民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
寄
与
す
る
役
割
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
先
代
福
岡
執
行
部
が
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
た
多

職
種
連
携
に
よ
る
学
会
の
運
営
を
、
宮
原
新
会
長
の
元
で

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
微
力
を
注
ぐ
覚
悟
で
す
。 

 

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

◆
新
副
会
長
ご
挨
拶 

副
会
長 

佐
藤
涼
介 

 

こ
の
度
は
伝
統
あ
る
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
岡

山
支
部
か
ら
新
た
に
福
岡
英
明
先
生
、
宮
原
伸
二
先
生
を

中
心
に
平
成
二
十
一
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
岡
山
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
に
突
然
、
指
名
を
受
け
、
責
任
あ
る

副
会
長
と
い
う
役
を
承
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

決
し
て
こ
の
学
会
に
十
分
な
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
二
年
間
、
宮
原
会
長
を
支

え
て
、
こ
の
学
会
が
岡
山
県
下
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の

発
展
に
貢
献
で
き
、
多
職
種
連
携
が
ま
す
ま
す
進
展
し
、

学
会
が
充
実
し
て
い
け
る
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
た

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

 



 

発
行 

誌

会

発

六 

会
員
名
簿
作
成
と
メ
ー
ル
の
公
開 

七 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
（
学
会
、
む
す
び
の
和
） 

八 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

発
行

 
  

そ
の
時
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
は

情
報
の
共
有
に
努
め

た
こ
と
と
、
診
療
方
針
の
統
一
に
力
を
注
が
れ
た
。
さ
ら

に
重
要
な
こ
と
は
、
地
元
へ
の
引
き
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
身
体
障
害
の
認
定
を
行
っ
た
り
、

・
モ
デ
ル
地
区
（
浅
口
、
岡
山
等
）
で
実
践
（
講
演
会
な

ど
含
む
） 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど 

五 

情
報
誌
（
会
報
）
年
三
回
発
行 

   

全
国
の
在
宅
医
や
訪
問
看
護
師
、
訪
問
歯
科
医
達
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
つ
な
ぐ
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。 

そ
の
時
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
情
報
の
共
有
に
努
め

四 

連
携
シ
ー
ト
「
む
す
び
の
和
」
普
及
・
推
進
事
業 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
推
進 

・
「
む
す
び
の
和
」
シ
ー
ト
内
容
決
定 

モ
デ
ル
地
区
（
浅
口
、
岡
山
等
）
で
実
践
（
講
演
会
な

   

げ
ら
れ
た

そ
の
内
容
は(

一)

ま
ず
被
災
後
発
症
し
た
褥

瘡
を
治
療
し
、(

二)

被
災
地
の
在
宅
で
困
っ
て
い
る
人
た

ち
の
ニ
ー
ズ
を
拾
い
出
し
、(

三)

多
職
種
連
携
で
被
災
地

の
在
宅
医
療
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
っ
た
。(

四)

さ
ら
に
、

・
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

地
域
包
括
支
援
等
と
共
催(

予
定) 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
践
と
課
題 

（
実
践
発
表
と
討
論
） 

十
二
月 

    

永

井

康 

徳 

先
生 

 
 

 

永
井
先
生
は
東
日
本
大
震
災
の
後
、
い
ち
早
く
気
仙
沼

に
入
ら
れ
、
気
仙
沼
在
宅
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は(

一)

ま
ず
被
災
後
発
症
し
た
褥

2 

② 

放
射
能
汚
染
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て 

十
月 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 

認
知
症
を
在
宅
で
支
え
る 

そ
の
三 

プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
  

「
災
害
と
向
き
合
う

そ
し
て

絆
」

災
害
地
か

ら
学
ん
だ
在
宅
医
療
の
興
し
か
た
～ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

タ
ン
ポ
ポ
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長 

永

井

康

徳

先
生

岡
山
県
医
師
会
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
部
会
と
共
催

（
予
定
） 

① 

東
日
本
大
災
害 

―
災
害
医
師
の
報
告
― 

七
月 

が
行
わ
れ

す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

午
前
十
時
半
か
ら
は
記
念
講
演
「
災
害
と
向
き
合
う
。

そ
し
て
、
絆 

～
災
害
地
か
ら
学
ん
だ
在
宅
医
療
の
興
し 

 

 

★
記
念
講
演 

 

「
災
害
と
向
き
合
う
。
そ
し
て
、
絆
」
～
災
害
地
か

人
数
の
塾
） 

三 

研
修
会 

・
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

岡
山
県
医
師
会
プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
部
会
と
共
催

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
、
岡
山
衛
生
会
館
五
階
中

ホ
ー
ル
並
び
に
第
一
・
二
会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、

午
前
十
時
か
ら
福
岡
英
明
学
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
総
会

が
行
わ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
十
一
演
題
）、
第
二
会
場
（
十
二
演
題
）
が
発
表
さ
れ
、

多
職
種
が
ま
じ
り
活
発
な
討
論
が
続
き
、
午
後
五
時
に
す

べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
百
人
で
し
た
。 

二 

医
療
福
祉
塾 

岡
山
県
医
師
会
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
部
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
岡
山
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
と
共
催
で
三
か

所
×
五
回
開
催
（
ケ
ア
マ
ネ
・
介
護
職
の
た
め
の
少

★ 

第
十
九
回
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会

総
会
並
び
に
学
術
大
会 

の
報
告 

 
 

シ
ョ
ン
「
摂
食
・
嚥
下
障
害
に
な
り
そ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
時
何
が
で
き
る
」
と
い
う
実
践
的
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。 そ

の
後
は
二
会
場
に
別
れ
て
一
般
演
題
、
第
一
会
場

◆
平
成
二
十
四
年
度 

事
業
計
画 

一 
第
二
十
回
学
術
大
会
の
開
催 

記
念
大
会
と
す
る
（
二
○
一
三
年
三
月
） 

二

医
療
福
祉
塾

 
 

全
国
大
会
、
各
地
方
会
、
研
究
集
会
、
学
習
会
に

参
加
・
発
表 

 

ク
理
事
長
の
永
井
康
徳
先
生
の
お
話
（
後
記
）
、
午
後
か 

ら
は
、
き
も
と
・
ま
な
べ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
の
真

鍋
る
い
子
先
生
に
よ
る
、
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
「
摂
食
・
嚥
下
障
害
に
な
り
そ
う
に
な
っ
て
し
ま

◆
平
成
二
十
四
年
度

事
業
計
画

九 

そ
の
他 

か
た
～
」
と
題
し
愛
媛
県
松
山
市
の
タ
ン
ポ
ポ
ク
リ
ニ
ッ
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訪
問
看
護
を
強
化
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
た
。
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
の
秘
訣
は
そ
の
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

を
必
要
な
だ
け
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
地
域
の
医

療
、
介
護
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
の
支
援
で
あ
り
、
被
災

地
の
た
め
に
な
る
支
援
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
。 

在
宅
医
療
の
興
し
方
は
、
ニ
ー
ズ
を
拾
い
出
す
こ
と
と

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
だ
。
ま
た
自
宅
で
の
看
取
り

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
介
護
者
に

看
取
り
の
教
育
を
行
い
、
先
の
見
通
し
を
伝
え
る
こ
と
だ
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
介
護
体
制
を
随
時
変
更
し
て
介
護

者
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
だ
。
ま
た
癌
の
末
期

以
外
の
方
で
訪
問
看
護
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に

は
重
度
心
身
障
害
を
必
要
な
人
に
は
し
っ
か
り
認
定
す

る
と
医
療
保
険
の
訪
問
看
護
が
使
い
や
す
く
な
る
。 

ま
た
、
（
余
命
）
×
（
満
足
度
）=

（
患
者
の
幸
せ
）

と
い
う
考
え
方
を
大
切
に
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
に
胃
瘻
や

点
滴
に
拘
わ
ら
ず
、
必
要
時
に
は
麻
薬
の
使
用
も
積
極
的

に
行
い
、
そ
の
人
の
尊
厳
を
保
つ
こ
と
を
重
視
し
た
看
取

り
に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。 （

佐
藤
副
会
長 

記
） 

 
  

◆
会
員
の
声 

 

◎
「岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会 

 

第
十
九
回
学
術
大
会
」 

に
参
加
し
て 

 

い
ず
み
薬
局 

 

薬
剤
師 

中
山 

弥
生 

 

 

例
年
に
な
く
寒
く
厳
し
か
っ
た
冬
の
寒
さ
が
う
そ
の

よ
う
な
、
暖
か
く
う
ら
ら
か
な
日
に
、
記
念
講
演
「
災
害

と
向
き
合
う
。
そ
し
て
、
絆
」
の
永
井
康
徳
先
生
の
お
話

を
拝
聴
し
な
が
ら
、
今
年
も
こ
う
し
て
参
加
で
き
る
こ
と

に
感
謝
の
気
持
ち
が
思
わ
ず
湧
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
企

画
し
て
下
さ
っ
た
学
会
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
発
表
さ
れ
る

皆
様
、
聴
衆
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
、
当
日
の
会
が
大

盛
会
に
開
催
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
永
井
先
生
の
ご
講
演

で
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
＝
余
命
×
満
足
度
と
い
う
お
話
が

印
象
的
で
、
翌
日
か
ら
こ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
患
者
さ
ん

に
接
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
地
で
の

支
援
は
、
日
頃
か
ら
我
々
自
身
が
ど
の
よ
う
に
仕
事
に 

取
り
組
ん
で
き
た
か
が
問
わ
れ
る
よ
う
な
場
で
は
な
か

っ
た
か
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
も
学
会
に
参
加
し
て
、こ
の
よ
う
に
多
職
種
の
皆

様
が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
の
苦
労
や
努
力
を
語
り
合
い
、

成
果
を
と
も
に
喜
べ
る
場
が
あ
る
こ
と
を
、
本
当
に
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
災
害
に
か
ぎ
ら
ず
、
皆

さ
ま
と
供
に
手
を
携
え
て
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て

行
け
れ
ば
嬉
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

      

 

    

◆
関
連
団
体
の
ご
紹
介 

 

◎ 

岡
山
介
護
支
援
専
門
員
協
会
の
紹
介 

 

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
四
月
新
た
な
社
会
保
険

制
度
と
し
て
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
創
設
当
時
よ
り
岡
山
県
下
各
地
域
で
介

護
支
援
専
門
員
の
会
が
起
こ
り
、
そ
の
個
別
の
会
が
ま
と

ま
っ
て
設
立
さ
れ
た
の
が
二
〇
〇
一
年
に
発
足
し
た
岡

山
県
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
で
す
。
そ
の
後
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
を
取
得
し
て
二
〇

〇
六
年
五
月
に
発
足
し
た
の
が
今
日
の
介
護
支
援
専
門

員
の
職
能
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
県
介
護
支
援

専
門
員
協
会
と
な
り
ま
す
。 

協
会
と
し
て
「
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
の
向
上
・
業

務
改
善
・
技
術
向
上
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
事
業
」「
介

護
支
援
専
門
員
の
業
務
遂
行
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業
」

「
市
民
に
対
す
る
介
護
保
険
啓
発
事
業
」
等
で
幅
広
く
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
一
般
の
方
に
も
ご
利
用

い
た
だ
く
べ
く
ご
自
宅
近
所
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
便
利
に
検
索
で
き
る
「
事
業
者
マ
ッ
プ
」
を
設
定
致
し

ま
し
た
。
介
護
支
援
専
門
員
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
弁
護
士
を
お
招
き
し
、

介
護
事
故
に
対
す
る
法
律
的
対
処
の
事
例
検
討
会
を
開

始
し
ま
し
た
。弁
護
士
と
介
護
支
援
専
門
員
が
事
例
や
対

処
例
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
で
、
介
護
現
場
で
起
こ
る
不

安
や
問
題
の
対
応
方
法
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

制
度
当
初
よ
り
「
制
度
の
要
」
と
言
わ
れ
た
介
護
支
援

専
門
員
で
す
が
、
国
民
に
介
護
保
険
制
度
が
浸
透
す
る
に
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つ
れ
、
そ
の
職
名
は
一
般
の
方
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
今
日
に
至
り
ま
す
。
そ
の
知
名
度
に
恥
じ
ぬ
よ

う
岡
山
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
の
会
員
は
、
専
門
性
を

主
張
で
き
る
介
護
支
援
専
門
員
と
な
る
よ
う
日
々
の
研

鑽
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
の
目
的 

「
一
般
市
民
に
対
し
て
、
介
護
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
向
上
、
倫
理
向

上
を
確
立
し
、か
つ
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
て
専
門
的

技
能
の
研
鑽
を
目
指
し
、ひ
い
て
は
要
介
護
者
及
び
家
族

の
生
活
と
権
利
の
擁
護
、
介
護
保
険
業
務
に
関
す
る
事
業

の
適
正
な
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」 

 
 
 
 
 
 
 

住
所
・
連
絡
先 

〒700-0817
 

岡
山
県
岡
山
市
北
区
弓
之
町
二
の
九 

弓
之
町
ビ
ル
八
一
〇
号 

TEL:086-222-1030
 

FA
X
:086-222-1039 
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◆
今
後
の
研
修
会
等
の
予
定 

◎
第
一
回
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座
（
下
段
参
照
） 

 
 

日
時 

七
月
七
日
（
土
）
午
後
二
時
～ 

 
 

場
所 

岡
山
衛
生
会
館 

五
階 

中
ホ
ー
ル 

◎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
認
知
症
を
在
宅
で
支
え
る
） 

 
 

日
時 

九
月
二
十
二
日
（
土
・
祝
）
午
後
二
時
～ 

 
 

場
所 

岡
山
衛
生
会
館 

五
階 

中
ホ
ー
ル 

◎
第
二
回
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

 
 

日
時 

十
月
二
十
日
（
土
）
午
後
二
時
～ 

 
 

場
所 

三
光
荘 

ア
ト
リ
ウ
ム
ホ
ー
ル 

◎
実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
 

日
時 

 

十
二
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時
～ 

 
 

場
所 

岡
山
衛
生
会
館 

五
階 

中
ホ
ー
ル 

 

平
成
二
十
四
年
度 

 

 
 

第
一
回 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

 

 

◆
入
会
の
ご
案
内 

★
申
込
書
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
-
c
a
r
e
-
o
k
a
y
a
m
a
.
c
o
m
/
 

 

編
集
後
記 

今
年
も
早
々
か
ら
遅
い
春
・
竜
巻
な
ど
の
異
常
気
象
が

続
き
、
こ
の
一
年
も
何
か
を
予
感
さ
せ
ま
す
。 

こ
う
い
う
時
に
こ
そ
、
一
人
で
も
多
く
の
人
と
の
つ
な

が
り
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

当
学
会
役
員
も
四
月
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
動
き

始
め
ま
し
た
。
編
集
委
員
は
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
で

き
る
限
り
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
の
紙
面
作
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。 

今
年
も
む
す
び
の
和
の
普
及
事
業
を
は
じ
め
と
し
て

様
々
な
企
画
を
多
く
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。
引
き
続
き

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
集
委
員 

 

丸
田 

 

康
代 

菅
﨑 

 

仁
美 

河
原 

喜
美
恵 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

編
集
・発
行 

 
 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会 

事
務
局 
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